
 

1 

 

令和４年度 第２回高知市高齢者保健福祉計画推進協議会 議事録 

 

 日時：令和５年３月 29日（水）18:30～19:50 

  場所：本庁舎６階 611・612・613 

 

 

（介護保険課 濵渦課長補佐） 

定刻となりましたので，ただいまから令和４年度第２回高知市高齢者保健福祉計画推進

協議会を始めさせていただきます。 

 本日はお忙しい中，ご出席いただきましてありがとうございます。私は，介護保険課の濵

渦と申します。議事に入りますまで，進行させていただきますのでよろしくお願いいたしま

す。開会にあたりまして，まず健康福祉部長 大野よりご挨拶を申し上げます。 

 

（健康福祉部 大野部長） 

委員の皆様こんばんは。部長の大野でございます。本日は年度末の大変お忙しい中を本協

議会にご参加いただきまして誠にありがとうございます。また，もう３年前となりますけれ

ども令和２年の２月に高知市でも初めて新型コロナウイルス感染症の患者さんが確認され

ました。それから３年経つわけでございますけれども，医療福祉に従事される皆様には，コ

ロナウイルス感染患者さんへの治療は元より，感染防止の徹底等の支援も含めましてご尽

力賜っていることを重ねて感謝を申し上げます。 

 さて，高知市の高齢者保健福祉計画でございますけれども，今年度より開始をしました重

層的支援体制整備事業，この取組を通じまして，地域包括ケアシステムの構築とともに地域

共生社会の実現を目指すということとしております。特にこれから団塊の世代の方が 75歳

を迎える 2025年，また団塊ジュニア世代が 65歳以上となります 2040年，これを見据えま

して計画の基本理念でございます地域ぐるみの支え合いづくりの元で，生き生きと安心し

て住み慣れた地域で暮らし続けるための取組，自助共助を支えるための多様なサービスを

効果的に受けられる公助の取組，また介護や看護に従事される方が誇りとやりがいをもっ

て働き続けられる下支えの取組ですけれども，こういったことがますます重要となってく

ると考えております。 

本日は令和６年度からの次期の計画の策定に向けまして来年度実施をいたします，高齢

者を対象としたニーズ調査，またケアマネさんを対象とした調査方法などご報告させてい

ただいた上で，様々な分野の専門的なご意見を賜りまして委員の皆様に活発に議論いただ

きたいと考えております。委員の皆様におかれましては，本日任期中最後の協議会となりま

すけれどもどうかよろしくお願いいたします。簡単ではございますが開会にあたりまして

私からの挨拶とさせて頂きます。本日はよろしくお願いします。 
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（介護保険課 濵渦課長補佐） 

委員の皆様の名簿につきましては，お手元の令和４年度第２回高知市高齢者保健福祉計

画推進協議会資料１ページ目に掲載をしております。新たに委員となられました方を紹介

させていただきます。名簿の 17番目，池内様一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

（池内委員） 

はい。社会福祉協議会の池内といいます。皆さんどうぞよろしくお願いします。 

 

（介護保険課 濵渦課長補佐） 

ありがとうございました。名簿の２番目矢野様，８番目宮本様，10番目小笠原様，13番

目福田様，16番目三宮様につきましては本日ご欠席の連絡をいただいております。また 11

番目中本様につきましては少し遅れて出席されるとのご連絡をいただいております。 

協議会資料２ページをご覧ください。前高知市社会福祉協議会村岡様の退任に伴いまし

て副会長を選任することが必要となっております。選出につきましては高知市高齢者保健

福祉計画推進協議会条例第５条の規定により委員の互選によるものとされております。ど

なたかご意見はありますでしょうか。 

 

（森田委員） 

どうも森田です。協議会の副会長に社会福祉協議会の池内委員にお願いしたいと思いま

すがいかがでしょうか。 

 

（介護保険課 濵渦課長補佐） 

ありがとうございます。副会長池内委員にとの意見をいただきましたが皆さんいかがで

しょうか。賛同される方は拍手をお願いします。（一同拍手） 

皆さんから賛同いただきましたので，副会長は池内委員にお願いいたします。池内委員，

副会長の席に移動をお願いいたします。 

続きまして本日使用します資料の確認をさせていただきます。まず事前にお送りさせて

いただいております，令和４年度第２回高知市高齢者保健福祉計画推進協議会次第。２つ目

令和４年度第２回高知市高齢者保健福祉計画推進協議会資料。別紙資料１となっておりま

す介護予防・日常生活圏域ニーズ調査項目比較表，別紙資料２となっております介護予防・

日常生活圏域ニーズ調査票案。以上が本日の資料となっております。お手元に資料が足らな

い方はいらっしゃいませんでしょうか。 

それでは，ここで今回の推進協議会の開催趣旨を説明させていただきます。令和４年度第

２回高知市高齢者保健福祉計画推進協議会資料の２ページをご覧ください。今回の協議会

は，高知市高齢者保健福祉計画及び高知市介護保険事業計画の推進等に当たり，高知市高齢

者保健福祉計画推進協議会条例第２条の規定に基づく協議をしていただくために開催する
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ものとなっております。本日の協議会では，次期計画に向けた策定体制やニーズ調査等につ

いてご協議いただきました後，国の動向等につきましてご報告させていただくこととして

おります。この推進協議会は情報公開の対象となっておりますので，議事録を作成します関

係上，ご発言の際にはまずお名前をおっしゃっていただき，そののちご発言をお願いいたし

ます。また，録音の関係上必ずマイクを通してご発言をお願いいたします。 

それではここからは安田会長に進行をお願いし議事に入りたいと思います。安田会長よ

ろしくお願いいたします。 

 

（安田会長） 

ではここから安田の方で進行を進めさせて頂きます。本日は協議事項と報告事項とあり

ますけれども協議事項（1）（2）ですね。（1）次期計画策定に向けた策定体制・スケジュー

ル案，（2）次期計画策定に向けたニーズ調査の２つの議題を通して事務局から説明していた

だいたあとに質疑応答の時間をとるのが通例ですが，今回は報告事項３つ，（1）特定施設転

換希望調査結果，（2）物価高騰対策，（3）次期介護保険制度改正に関する国の動向というこ

とで，協議事項と報告事項を通してですね，30～40 分くらいになると思いますが，事務局

からまとめて説明を受けましてその後皆様からご質問，ご意見，コメントをいただく形で進

めさせていただきます。ちょっと長丁場になりますが，事務局から説明を順番に進めてくだ

さい。 

 

（地域共生社会推進課 大黒） 

お世話になります。高知市地域共生社会推進課の大黒です。着座にて失礼いたします。お

手元の資料の冊子７ページをご覧ください。私からは次期計画策定に関する策定の体制及

びスケジュール案についてご説明させていただきます。7 ページの図の方をご覧ください。

下の方から上に見ていただいたらと思いますけれども，まず下の枠囲みの所にあります各

種調査になります。在宅介護実態調査や本日ご報告させていただきます各種調査などを踏

まえまして，計画策定のための現状把握・分析を実施をしていきます。そのうえで庁内検討

委員会及びその下部に設置をしております，各所管課が入っておりますワーキングクルー

プにて具体的方策の検討，計画素案，原案の策定を行っていきます。素案，原案の作成にあ

たりまして右側に関係者との意見交換会というのを設置をしたいと思っております。この

意見交換会につきましては７ページの一番下をご覧ください。例年計画策定の年に各テー

マを取り上げて意見交換を実施しております。前回策定時では「住民主体の通いの場を充実

させるために」をテーマとして実施予定でございましたけれども，新型コロナウイルス感染

症の感染状況を踏まえ縮小した経過がございます。 

今回次期計画の策定に向けまして，テーマを「介護人材の確保」といたしまして委員の皆

様や取り組んでいらっしゃる関係機関の皆様方と協議をしてきたいと思っております。詳

細の内容につきましては少し今整理しているところですので，本日介護人材の確保という
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テーマをご提案させていただきたいと思っています。関係者との意見交換会の意見を踏ま

えた上で原案，素案について作成をしたのちに，この推進協議会にて素案を提示させていた

だきたいと思っております。その際には現在の計画の評価を踏まえてご評価いただいた上

で作っていきたいと考えております。ご承認いただいた素案を元にパブリックコメントで

広く市民の皆様からご意見をいただき，最終原案のご審議を頂いて計画を完成をさせてい

きたいと考えております。 

具体的な策定のスケジュールにつきましては８ページをご覧ください。来年度は計画の

見直しの年になりますので，本協議会につきましては５回開催の予定としております。１回

目につきましては６月に現在の計画の進捗状況について主にご報告させていただきます。 

本日ご協議いただきます，各種アンケートにつきましては来年度４月以降に順次実施し

た上で第２回目の推進協議会，10 月に予定をしています協議会にて調査結果の報告，そし

て次期計画の概要案について報告をしたいと考えております。 

３回目・４回目，12 月・翌令和６年１月の２回の協議会で各計画の素案をご審議してい

ただいたのち，年明けになりますけれどもパブリックコメントを経て２月，最後の５回目の

推進協議会にて原案のご承認を頂きたいと考えております。計画策定とスケジュール案に

ついては以上になります。 

 

（基幹型地域包括支援センター 関田副所長） 

基幹型地域包括支援センターの関田です。私の方からですね，介護予防・日常生活圏域ニ

ーズ調査について説明させていただきます。座って失礼します。 

お手元資料の 11ページをご覧ください。介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の実施につ

いてというところで記載をさせて頂いております。 

１番概要のところに目的を書かせていただいておりますけれども，前回，前々回の改訂に

当たりましても同様のニーズ調査を行っておりまして，要介護状態になる前のご高齢の方

につきまして要介護等につながる生活上のリスクでありますとか，社会との関わり等につ

いて調査することを目的としております。調査対象者につきましては２番のところに書か

せていただいていますけども，要介護認定を受けていない高齢者ということで一般高齢者，

日常生活支援総合事業対象者，要支援者を対象としております。 

抽出につきましてはのちほど説明させて頂きますが，一番下に２番スケジュールという

ところをご覧いただけたらと思いますが，項目等についてご承認頂ければ４月に入札・契約

を行いまして５月から８月頃までに調査分析を行なったのちにですね。10 月頃開催予定の

当協議会におきまして，結果を報告させていただきたいというスケジュールで進めて行こ

うと予定しております。 

12 ページをご覧ください。第８期と第９期における調査概要の比較ということで書かせ

ていただいておりますけれども，基本的な調査項目や対象者につきましては変更はござい

ません。一番下に配布数書かせていただいておりますけども市内で５千件の配布を行いま
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して，前回が 56.47％の回収率でしたので今回も 60％ぐらいの回収を見込めるではないか

とこういう風に考えております。 

調査項目につきましては別紙資料１ということで，Ａ３の折り畳みの資料がありますの

で，そちらをご覧いただけたらと思います。そちらの方もちょっと小さくて申し訳ないです

けれども，右上の方に第８期第９期という項目がありまして，丸がついておりますけれども

調査項目につきましてこの丸のついている項目を調査項目として行いたいという風に考え

ております。先ほど申し上げました８期９期におきましては比較する都合もございまして，

ほぼ同じ項目とさせていただいておりますが，今回下の方に独自項目という質問項目がご

ざいまして，その内に在宅療養項目についてなんですけども，「あなたは人生の最期をどこ

で迎えたいですか」という項目につきましては，第８期も質問しておりましたが第９期につ

きましてはそれに加えて合計４項目の質問をしたいと考えております。質問の内容の詳細

につきましては別紙資料２の方に調査票の案を付けておりまして，そちらの８ページの方

をご覧いただきたいですけれども，別紙資料２の８ページの在宅療養について，問９在宅療

養についてということで１番から４番までの項目を記載させて頂いておりますが。こう言

った独自の項目を加えた上で調査を行いたいという風に考えております。 

元の協議会資料の方の 12ページをご覧頂けたらと思いますが，先ほど申しましたような

形で必須項目 35項目とオプションの３問というのは前回とは変わらずに今回独自項目とし

まして計７問の追加という格好になりまして，計 45項目の調査を行いたいという風に考え

ております。 

13 ページに地域包括支援センターの区域の対象人口を記載しておりますけれども，今回

の調査につきましても前回同様，市内から５千件無作為抽出を行いまして，抽出された分で

調査を行ったのちに回答頂いたものをこの事業圏域に分けての分析も行うということで考

えております。 

こういったような形で令和５年度介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を行いまして，計画

の方に反映させたいと考えておりますので，ご審議のほうをよろしくお願いいたします。 

 

（介護保険課 戸田係長） 

介護保険課の戸田と申します。よろしくお願いします。 

私の方からはケアマネジャー対象調査と，それから介護サービス事業展開調査の説明を

させていただきたいと思います。着座で失礼します。 

資料の方は 14ページをお願いいたします。まずケアマネジャーの対象の調査でございま

すけれども，前回第８期に向けた調査と同様の内容で市内のケアマネジャーを対象に，必要

と思われる人のサービスの種別をチェックしていただく格好で，ニーズとしてどういった

サービスが必要と思われているのかというところを調査をするものになってございます。 

対象数としましては居宅介護支援と小規模多機能，それから看護小規模多機能のケアマ

ネさん計 139 事業所対象にケアマネジャー総勢 384 名を対象に調査をする予定でございま
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す。前回の調査では回答率が 60％強でございましたので，今回もそれぐらいの回答率を見

込んでおるところです。 

それからケアマネの調査のほうでございますけれども，前回の調査項目では無かった追

加の項目がございます。16ページをお願いいたします。16ページに問６としてフォーマル

サービスのみではなくて，いわゆる介護保険以外のインフォーマルサービスにつきまして

も，どれくらい必要とされているのかというところを項目として追加をしてございます。変

更点は以上です。 

次に 17ページでございますが，介護サービス事業展開調査というものを今回新たに実施

するということにしております。これは市内の各介護サービス事業所合計 1,100 事業所対

象に調査を行うもので，実際介護サービス事業を展開している法人に対して，今後第８期末

にあたる令和６年３月とそれから第９期末にあたる令和９年３月時点でどれくらいの事業

展開するかみたいなところで，定員数等を調査をさせていただくということになっており

ます。調査票は現在作成中でございますので今日は添付できておりません。以上です。 

 

（介護保険課 和田課長） 

介護保険課の和田でございます。引き続きまして私の方から報告事項を３点申し上げま

す。特定施設転換希望調査，物価高騰対策，時期介護保険制度改正に関する国の動向でござ

います。着座で失礼いたします。 

資料の方 21ページをお開きください。こちら特定施設入居者生活介護ヘの転換希望調査

結果でございます。前回の推進協議会の中でご承認いただきまして，特定施設入居者生活介

護ヘ有料老人ホームとか，サービス付き高齢者向け住宅，既存の施設がですね，特定施設へ

の転換希望があるかどうか，あるとするならば転換希望床数，ベッド数でございますが，そ

ちらを調査した結果でございます。対象施設が 55施設，ベッド数が 2,135に対して調査を

行いましたところ，特定施設への転換希望ありが 17施設，ベッド数で 947床でございます。

下の方に調査結果円グラフで示しておりますけれども，転換希望あり，ベッド数で申します

と 44％という結果となりました。 

一番最後に４の項目にまいりまして，今回の調査におきまして，転換希望があった 17施

設中，要支援・要介護の認定を受けている方，こちらの入居者は約 94％でございました。

要介護度までは調査できておりませんですけれども，施設によっては，全員が要介護認定を

受けているような施設もございました。今後の要介護等高齢者の増加に伴いまして特定施

設入居者生活介護の需要が高い状況は継続すると考えられておりまして，先ほどのケアマ

ネジャー向け実態調査でありますとか，法人向け介護サービスの事業展開調査の結果を含

めまして第９期の計画の施設整備の資料の参考にさせていただきたいと思っております。

なお転換希望全てを転換の対象とするものではございませんので，あくまでもこれは施設

側の希望を調査したものということでございます。 

続きまして物価高騰対策。市が行いました物価高騰対策について簡単にご報告いたしま
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す。ページ数 23ページでございます。まず高知市の医療施設等に対する物価高騰対策給付

金を支給いたしましたのでそちらのご報告です。対象施設といたしましては下の表を見て

いただくと分かりやすいかと思いますが，20 床以上の病院は高知県の方が対象で県の方か

ら支給を行いました。高知市としましては有床の診療所，小さい 19床以下の診療所や，無

床の診療所，医科・歯科と訪問看護ステーション，そういった所を対象に給付を行っており

ます。対象施設数の合計は 986になります。支給単価としましては，それぞれ 80万，20万，

15 万というふうに細かく設定しておりますけれども，こちらは高知県と同額としておりま

して県下統一的な単価で支給をいたしました。総額にいきまして１億 6,390万円，こちら予

算ベースでございますがこの額で行っております。 

続きまして 24ページ。高知市の社会福祉施設・救護施設等に関する給付金でございます。

こちらは介護保険課所管分，高齢者支援課所管分，障がい福祉課，福祉管理課分ということ

で施設入所系，通所系，訪問系それぞれございますけれども合わせて 1,002の事業所・施設

に対して給付を行いました。給付単価といたしましてはお示ししております通りですが，こ

ちらも高知県と同額の設定としております。こちらは予算ベースですが，総額で１億 1,670

万円という額の給付を行っております。実績としましては 90％程度の給付金支給というこ

とで終了しております。一番下スケジュールを載せております。秋から行いまして申請をお

受けしたものから順次給付金を支給をいたしております。１月には，ほぼほぼ全て給付も終

わって今現在は事業完了しているところでございます。以上で高知市の物価高騰対策の報

告でございました。 

最後に 25ページ，第 9期介護保険事業計画に向けました国の動向及び細かいスケジュー

ルについてご説明いたします。まず大きい表をお示ししておりますけども，今現在令和４年

度から令和５年度への境目にございます。項目で介護保険事業計画の部分でございますけ

れども今国のほうで議論が行なわれておりまして，７月頃を目途に計画策定のガイドライ

ン，基本指針案が提示されます。それを受けて都道府県，市町村での計画策定の作業が本格

化いたします。 

続きまして一番下の介護報酬改定のスケジュール部分ですが，同時並行的に介護給付費

分科会で介護報酬改定に向けての議論も進んでおります。大きな流れはそういったところ

になっております。 

１ページ開けていただきまして 26ページでございます。こちらで詳細のスケジュールを

お示ししておりますけども，令和４年 12月，国の部分でございますが介護保険制度見直し

に関する意見が示されました。こちら後ほど触れさせていただきます。今現在は３月から４

月のあたりですけれども国の方から課長会議資料としまして，第９期計画に関する基本的

な考え方が提示されております。それを受けまして市町村の方では計画に盛り込む内容の

検討を今後進めてまいります。 

７月に国の方，課長会議で基本指針案の提示がございまして，その後市町村の方ではサー

ビス見込量の設定作業開始，サービス見込量，保険料仮設定というふうに作業が進んでまい
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りまして，その都度皆様にはお集まりいただきまして，先ほどご紹介いたしました５回程度

の会合を持ってご審議ご協議をお願いすることになります。年が明けまして介護保険事業

計画を審議会に報告，介護保険条例の改正を受けまして，１年後，第９期介護保険事業計画

がスタートするという運びになっております。 

27 ページでございますけれども，こちらが介護保険制度の見直しに関する意見というこ

とで昨年の 12 月 20 日に社会保障審議会介護保険部会から示されたものです。概ねこれま

での介護保険制度と大きく変わるところはございませんで，柱２つございます。１つ目の柱

が地域包括ケアシステムの深化・推進。１項目は生活を支える介護サービス等の基盤の整備，

地域の実情に応じた介護サービス基盤の整備を行っていくということ，また在宅サービス

の基盤の整備でございます。２つ目の項目，複数の在宅サービス，訪問や通所などを組み合

わせて提供する複合型サービスの類型の新設を検討する。こちらは今もう国の方で議論が

進んでいるところでございますがまだ詳細ははっきりしておりません。あと項目でござい

ますがケアマネジメントの質の向上，医療・介護連携等が挙げられております。右のほうに

まいりまして２項目目は様々な生活上の困難を支え合う地域共生社会の実現，総合事業の

多様なサービスの在り方，通いの場，一般介護予防事業，認知症施策推進，そういった項目

が挙げられております。 

１ページをめくっていただきまして 28ページでございます，これが２つ目の柱，介護現

場の生産性の向上推進，制度の持続可能性の確保でございます。１項目目介護人材の確保，

介護現場の生産性向上の推進につきましては，処遇の改善でありますとか人材育成の支援，

職場環境改善による離職防止，介護職の魅力向上といったことが重要とされております。ま

た２項目目は生産性の向上により，負担が軽減され働きやすい介護現場の実現といったこ

とも重要であるとなっております。右のほうにまいりまして２つ目の項目，給付と負担でご

ざいます。こちらにつきましては，まだ国の方の検討が進んでおりまして夏に向けて結論を

出していくということで，今持ち越しになっておるところでございます。高齢者の負担能力

に応じた負担の見直，保険料負担のあり方でございますけれども，国が定めております保険

料の標準段階今９段階ございますが，これをもう少し増やして多段階化するという方向性

は示されております。高知市の場合は標準段階９に対しまして 10段階設定をしております。

ここは保険者の判断で標準より多い段階にすることは可能でございますので，国のほうが

標準段階を増やした場合，高知市としてどれくらいの段階を設定するのかという所は検討

していく必要がございます。また丸の２つ目，現役並みの所得，一定以上の所得の判断基準

という所，こちらも夏までに結論を出すということでまだ国が現在検討中でございます。後

は，利用者負担２割負担の判定基準となります一定以上所得，そういった所の判断基準の見

直しでございますけれども，こちらは国が出してきた判断基準そのまま高知市も踏襲する

ということになろうかと思います。 

29 ページの方は４月に出される基本指針のポイントということですけども，こちら今ま

でちょっとご説明した部分と重複いたしますので，説明は割愛させていただきます。私から
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の報告は以上です。 

 

（安田会長） 

以上で協議事項２つと報告事項３つの事務局からの説明，通しで行ってもらいました部

分が終わりました。40分くらいと思いましたが 30分弱で終わりましたが，これから後は今

資料をかなり早口で説明していただいた所もあって分かりにくい所もあるんではないかと

思いますが，どの部分でも構いませんが今の説明をお聞きになって，質問等あればご自由に

ご発言いただいたらいいですが，いかがでしょうか。 

策定スケジュールというのはこれでいいかと思いますが，この協議事項(2)の次期計画に

向けたニーズ調査ですね。日常生活圏域ニーズ調査とかケアマネジャーを対象とした実態

調査とか，資料の 14 ページですね。あと 17 ページに書いてます介護サービス事業展開調

査，これは調査の計画だけで具体的な項目はこれから詰めていくということですけれども，

この調査について何かご意見とか，ご質問いかがでしょうか。日常生活圏域調査はもう第８

期，今期の計画を作るとき，それからまた前期の第７期を作るときにも市民に対してですね。

要介護認定を受けておられない市民を対象にやった調査を引き継いでて特に新しい項目と

しては最近よく話題になるアドバンスケアプランニングとかですね。そういった言葉につ

いて質問をするということだったと思いますが，あと成年後見制度についての市民の認知

状況とかを把握する調査のようですが，何かこれを足した方がいいとか，ご意見あればそん

なにたくさん急に足すことはできないとは思いますけれども，調査項目としてぜひ入れて

欲しいというようなご意見があれば最大限対応してもらえると思いますが，いかがでしょ

うか。どうぞ。 

 

（森田委員） 

居宅介護支援事業所協議会の森田と申します。私の方から介護支援専門員向けの計画作

成担当者へ向けた調査っていうところで。最近ケアマネジャーの高齢化っていうのを我々

協議会の中でもすごく懸念している場面があって，また若手のケアマネジャーがなかなか

いないっていうところもある。それと高知市はまだ充足してる状態ではあると思いますが，

高知市以外の他市にわたってはケアマネジャー不足でなかなか困っているっていう声を聞

きます。５年後には高知市の方にもそういう波が押し寄せてくるんじゃないかっていう所

も危惧されている中でこの調査項目の中に年齢とか付け加えていただくと，大体どの年代

の方がケアマネジャーとして活動しているのかっていうのも把握できるのかなと思いまし

た。以上です。 

 

（安田会長） 

事務局の方ご回答を。 
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（介護保険課 戸田係長） 

介護保険課戸田です。ご意見ありがとうございます。年齢ということでございましたので

ちょっと調査項目の方に入れていくということを検討いたします。 

 

（安田会長） 

はい。ありがとうございました。その他いかがでしょうか。今ちょうどご指摘のあったケ

アマネジャーを対象とする 14ページからの調査なんですけども，今期の計画をつくるため

の回収率が６割程度というふうに報告があったかと思うんですけれども，これまでも時々

話題になっている気がしますが，ケアマネジャーさんを対象としているので６割よりもも

っと高い回収率が得られるようになんか工夫ができないかと思うんですが，調査時期とか

ですね。そんなにたくさんの枚数の調査ではないので，事業所さんを通してできるだけ協力

をお願いするんですかね。依頼文の書き方とか工夫の仕方によってケアマネジャーだった

ら８割くらい欲しいなと思うんですが，その点いかがでしょうか。 

 

（介護保険課 戸田係長） 

介護保険課戸田です。ご意見ありがとうございます。前回の調査確かにおっしゃるように

ちょっと低めでございましたので，今回は周知の方法とそれから前回なかなか出来ていな

かった，回答がなかった事業所への回答促進するための後追いですね。そういった所も力を

入れていって回答率を上げていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

（安田会長） 

中本委員どうぞ。 

 

（中本委員） 

どうも遅れてきました，こんばんは。医療ソーシャルワーカー協会中本でございます。よ

ろしくお願いします。この介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の比較表と調査の票見てまし

て質問なんですが，人生会議に関する，ＡＣＰに関する項目が増えたのはとっても良かった

なというふうに思っております。調査を実施するにあたって調査フォームが書類を配布し

て市民の方にお答えいただくんでしたっけ。聞き取り調査じゃなかったでしたっけ。すみま

せん。もう一度お願いします。 

 

（基幹型地域包括支援センター 関田副所長） 

基幹型の関田です。市内の対象者５千人ほど抽出しまして，郵送で調査票お送りしまして

ご記入いただいて，返送いただくという形で取りまとめる格好になっております。 
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（中本委員） 

はい。ありがとうございます。アンケート調査見た際に，なかなか人生会議とＡＣＰ，ア

ドバンスケアプランニングって言葉自体の理解であったりとか，啓発自体は平行して高知

市もされていると思うんですけど，そこらあたりの注釈説明みたいなものがあれば。答える

場合の手引き書みたいなもの一緒に送られるんでしょうかね。例えばこのアドバンスケア

プランニングという言葉自体の，人生の最後ってどんな場面かイメージできないという人

もいたりするかなと考えちゃうんですがそこのあたりどうなんでしょうか。 

 

（基幹型地域包括支援センター 関田副所長） 

 基幹型の関田です。別紙資料の２の方にニーズ調査の案のほう作っておりまして，そちら

の方の８ページのほうに問９ということで調査項目を書いておりまして，１番のところで

ＡＣＰのこと記載させてもらって，一応米印でこういったところでそれぞれ注釈を書かせ

ていただいておりますので，こちらのほうをちょっと見ていただければなという風には考

えております。 

 

（中本委員） 

 はい，ありがとうございます。 

 

（安田会長） 

 よろしいでしょうか。ただあの別紙資料２というのは，実際に対象者に郵送する調査票の

実物大の活字の大きさとかいう理解でよろしいですか。 

 

（基幹型地域包括支援センター 関田副所長） 

 基幹型の関田です。一応この別紙資料２の様式で，この大きさで配布する予定にはしてお

ります。 

 

（安田会長） 

 他いかがでしょうか。特にご要望等なければこの日常生活圏域調査と，ケアマネジャーさ

んに対する資料 14 ページからの調査，それから 17 ページに述べてる調査については，ま

た調査票の案等が出来たときに，何らかの形で皆さんにご意見伺う機会があるんじゃない

かと思いますけど，今日事務局から提示のあった調査項目で，調査を行うということを皆様

にご了解いただいたという風に判断いたしますけれども宜しいでしょうかね。 

はい。この 17ページに述べてるこの介護サービス事業展開調査というのは，定員数とか

聞くという事だったからこの委員会の委員の皆様になにか調査票案を諮る必要はあるんで

すかね。ここはどのように事務局は整理しておられますか。 

 



 

12 

 

（介護保険課 戸田係長） 

 また案が出来ましたらお示しできます。介護保険課の戸田です。またお示しできるように

したいと思いますのでお願いします。 

 

（安田会長） 

 それではこの資料に述べてる３つの調査については，３番の調査についてはまた調査票

案を諮っていただく機会があるようですけれど，事務局案を基本通りで進めていただくと。

ただ２番目の調査については，年齢とか多少調査項目を足して頂く必要があるかとは思い

ますけれどもね。回答者の年齢等が分かるような工夫をしてください。ではこの調査票につ

いての審議はこの辺りでいいかとは思いますが，そうすると資料の 19ページからのこれは

報告事項ですので，何か質問があればということになるかと思いますがいかがでしょうか

ね。 

 私だけが理解してないのかもしれませんけど，21 ページでご説明になったこの特定施設

入居者生活介護への転換希望を調査された背景は何なんでしょうか。特定施設への転換希

望を平常的に把握しないといけないという事になった背景はどんなとこにあるかご説明頂

ければと。 

 

（介護保険課 和田課長） 

 はい，介護保険課の和田でございます。特定施設への転換でございますけども，８期の計

画におきまして 160 床の特定施設への転換を募集しましたところ，割と多い応募を頂きま

してニーズがあるのかなと。新しく建物を作るというよりも既存の有料老人ホームを特定

施設に転換した方が，事業者側もコストもかかりませんし，そこに入居してる入居者の方も，

施設に入ったまま介護サービスを受けることが出来るという相互のメリットがある。とい

う事は９期に向けてもこちらの転換という事が，施設整備においては大きなポイントにな

るかなと思いまして，とりあえずはまず事業所さんの意向を調査してみようという事で，今

回の調査を行いました。以上でございます。 

 

（安田会長） 

 ８期は転換希望が 160 床くらいあったという事ですけど，実際は転換を完了されたんで

すかね。 

 

（介護保険課 和田課長） 

 介護保険課の和田です。160床の転換ですけども，ごめんなさい。160床の内 60床は，新

規の建物がきて特定施設を整備いたしました。100床について転換を募集したところ応募が

あったということです。転換につきましては完了をしております。 
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（安田会長） 

 ありがとうございました。ご質問に関しては，他の事でもいいですが，委員の方からのご

質問とか情報提供でも構いませんがいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

（介護保険課 戸田係長） 

 すみません。１点訂正をさせて頂きたいと思います。17ページでございます。17ページ

お開きください。介護サービスの事業展開調査でございますけども，申し訳ございません。

４の項目実施時期の予定でございますが，令和４年度となっておりますが申し訳ないです。

令和５年の誤りでございますので，訂正をお願いします。 

この介護サービス事業展開調査の調査票の案でございますけれども，今年度明けまして，

４月に入りまして４月中にはお送りできるかと思いますので，はい。ご覧いただき，ご意見

いただければと思います。 

 

（安田会長） 

事務局から各委員のところに郵便か何かで，お示しになるということですね。よろしいで

しょうか。 

あとこの物価高騰に対して緊急支援を行ったということですが，これは予算ベースの話

はありましたけど，実績は。まだ集計は終わっていない。年度末ですから。どれくらいでし

ょう。 

 

（介護保険課 和田課長） 

はい。介護保険課の和田でございます。給付金でございますけども，24 ページのほう。

社会福祉施設の給付金のほうですが，こちらの実績でございますが，金額で申しますと１億

2540 万円の給付実績がございます。これが予算ベースの総額に対しまして，88％でこうな

っておりますけども，こちら当初予算の中にはですね，訪問看護，訪問リハビリテーション

といった医療系の事業所に対する給付金も入っておりましたが，この社会福祉施設の給付

金の設定のあとで，先にご説明いたしました医療系の給付金も設定されまして，そちらと重

複分になりましたので，実際こちらの社会福祉施設のほうで支給いたしました実績は 88％

となっておりますが，そちらの事業系の分を除いた数字で申しますと，ほぼほぼ 100％近い

給付実績となっております。医療施設系の給付実績でございますけれど，こちらちょっとす

みません。詳細な数字がないんですが，こちらは 90％程度，80％から 90％の実績となって

おります。そして最後になります。あん摩・はり・きゅう及び柔道整復といったところが，

実際に運営している事業所さんとかがあまりなかったというところもありまして，対象施

設と実際に行っている施設との差が出てきたことによって，給付の実績比率がちょっと下

がっておるということを聞いております。以上です。 
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（安田会長） 

ありがとうございました。中本委員どうぞ。 

 

（中本委員） 

医療ソーシャルワーカー協会中本です。先ほどの先生方の質問に重ねまして物価高騰緊

急対策給付金って次年度以降も続きそうなんでしょうか。それによって予定があれば，これ

まで以上の予算が確保されるのかっていうことですけど。 

 

（介護保険課 和田課長） 

はい。介護保険課和田でございます。こちらの物価高騰につきましては国のほうで来年度

予算案審議が進んでおります。報道によりますと閣議決定に昨日なりまして物価高騰対策

につきましても予算ついておるようですので，そちらにつきましては，こういった介護保険

施設，あと医療施設に限らず中小企業対象とした物価高騰対策というふうなことになって

おりますので，全体的な市の中小企業とかそういった所の物価高騰対策も踏まえたうえで

のことになりますので，また今後協議，検討進めてまいるという所と思います。今現在お話

しできるのは以上となっております。 

 

（中本委員） 

ありがとうございます。中本でございますけれどももう一つ。先ほどの，すいませんちょ

っと遅れてきたもので，市民一般向け調査のことで日常生活圏域ニーズ調査のことで質問

と言いますか，ちょっとした提案がありまして。問 10の所で成年後見制度のことをお聞き

になっているので，その下がスペースがちょっと開いているのでどうかなと思うことをこ

れから申し上げます。 

皆さんもご存じの通り全国的に高齢社会になって，特に高知県高知市もそうだと思うん

ですけども，単身高齢者であったりとか老老夫婦の方が増えてですね。いわゆる介護サービ

スであったりとか，医療サービス，その他不動産関係いろんなサービスを使う際に身元保証

人がいないからということでサービスをスムーズに受けれなかったりとか，もしくは大変

こう回りくどく時間がかかったりとかっていうことで臨機応変に適時適切なサービスにつ

ながらないということがあって，うちの業界でも昨年度高知県全体なんですけど，医療ソー

シャルワーカーが入院退院の際に身寄りのない人，身元保証人がいないということを理由

に入院退院の支援サービスで躊躇することがあるかっていう問いを投げかけをしたんです

けど，７～８割が困ったということがあってます。 

実際退院して家に帰るときにその患者さん自身を受け入れる近しい親族がいないとか，

入院の時でしたら入院のときの連絡先になってくれる人がいないとか。入院中はですね。入

院中に必要物品があったりとか退院に向けてお金をおろしたいとかっていう時に具体的に

それを誰がするかっていう所で困ることが多々ある。同じような事が老健施設でもありま
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すし，老施協関係だったら特養さんとかでもあるだろう，というようなことになっておりま

して，という所で，もし可能であればですけれども成年後見制度の所に絡んでくることだと

思いますので，その一般市民の方々に医療サービスとか介護サービス利用する際に身元保

証人求められることがありますかとか，求められて困ったことはありますかとか，みたいな

ことを聞いておいていただくと，いわゆる地域の高齢者の方々がいろいろサービスを使う

時に，何がこうハードルになっているかっていう所が浮き彫りになってそこの支援サービ

スを検討していくきっかけになるかなと思っての提案です。 

例えばちょっとした小口の現金を扱うんだったら，ちょっとした貴重品を扱うんだった

ら，市町村社協が窓口でやっている日常生活自立事業があったりとかしますけれども，その

成年後見と日自の法の狭間でいろいろとその近しい家族がいないとか，何か頼る家族がい

ないとか，家族はいるけど頼めないとか，いうことでお困りになっている方がたくさんいる

かなと思いまして提案でございます。はい。またご検討いただければと思います。 

 

（基幹型地域包括支援センター 関田副所長） 

基幹型地域包括支援センターの関田です。介護予防・日常生活圏域ニーズ調査については

対象者が要介護受けていない方っていうことになりまして，実際前回の回答でも認定受け

ていない方が 88％，90％近い方はそういった認定のない方の回答をいただいてまして，内

容見ましても結構お元気な方とかそういった所の回答が多いですのでそういった踏み込ん

だ質問についてちょっとどういったご回答がいただけるかなという所がございます。実際

そういった状況の方が多く想定できる調査対象ではちょっとないのかなという所あります

ので，またご意見につきましてはちょっとこう検討させていただきますが，今回のニーズ調

査の中ではちょっとこう回答が得られづらい項目になるんじゃないかなと思いますので，

そちらにつきましてはタイミングとかですね，対象者を考えながら日々の業務の中であり

ますとか何か把握するタイミングがあればちょっと把握できるようにしていければなと思

います。申し訳ないですけれども。 

 

（中本委員） 

ありがとうございます。 

 

（安田会長） 

はい。今のことに関連して。あるいは他のことでもいいですがご意見と言いますか，よろ

しいですか。森田委員。 

 

（森田委員） 

居宅介護支援事業所協議会の森田と申します。どこの部署に質問っていうわけではない

ですが，私，居宅支援事業所の協議会のほか，介護福祉士の協議会等所属してまして，どこ
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でも言われているのが先程中本委員が言われていた高齢化。特に高知市，高知県の高齢化率

っていうのはかなり高い状態であったり人材不足っていう所も高齢化に伴い，高知県の人

口も 70万人を切っていうことでなかなか担い手もいないと。物価高騰が覆いかぶさってで

すね。なかなか事業もやりにくい。なかなか人を募集しても集まらない。展開が難しいって

いう所を聞きます。また，介護職員さん等に聞いていった意見の中でどんどん介護保険制度

自体が複雑化していきゆうっていうところ。具体的に言うととても大切なことなんですが

防災体制の BCP とかですね。今度義務化されてきますがそこもなかなか現場の一人一人に

まで伝わっている状況ではなくて，作成してどういうふうにしていったらいいか全くまだ

わからないとか。とにかく業務が複雑化していきゆうという所でなかなかこの業界に向け

て明るいイメージを持った意見っていうのが，昨今聞かれるようなことがほんとになくな

ってきてますので，私からお願いっていうわけじゃないですが，できれば市民の皆さんが分

かりやすいような形で，高知市としてはこういう問題にどう取り組んでいるっていうのを

お示しいただいて，働く我々もそれを見て一緒にやっていこうといえるような複雑な文章

じゃなくて示していただけたら，私どもも働く皆さんに対して説明しやすかったりするん

じゃないかなっていうのを，一つの意見としてあげさせていただきました。以上です。 

 

（安田会長） 

事務局の方で今のご提案というかお願いについて何かコメントありますか。 

 

（介護保険課 和田課長） 

はい。介護保険課和田でございます。ご意見ありがとうございます。介護現場の大変さと

か人材不足とかですね。そういったことに対しては我々も十分認識しておるところでござ

います。高知市としましても以前のように介護カフェというような介護人材確保，介護職員

さんの交流の場を設けたり，あと県と協議を進めておりますけれども介護人材確保につい

ては，県の方も危機感を持っておりまして介護職のイメージアップとかそういったものを

どういった形で展開していったらいいのかなと議員さんなんかも巻き込みながら話し合い

を進めている所です。高知市としても介護の大切な人材をどう確保していくかっていうの

はこれからも考えていってできる限り介護職のイメージアップとかいった所も協議会さん

のお知恵も借りながら一緒に頑張っていきたいと思います。ご意見ありがとうございます。 

 

（安田会長） 

資料７ページで次期の計画を策定する前段階で，関係者と意見交換するテーマとして介

護人材確保いうことを考えているという説明がありましたけれども，できるだけこの意見

交換会に現場で働いておられる方が参加しやすいように日程設定していただいて，実際働

いておられる方が人材確保をするためにどういう思いを持っておられるか，また聞いてい

ただいて計画づくりに生かせるところを拾い上げていただきたいと思いますけれどもね。 
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この意見交換のテーマ，介護人材確保でいいのかというのはこれは事務局の提案なんで，

一応皆さんにはこれでいいじゃないかというご了承いただかないといけないという所を飛

ばしておりました。これでテーマでよろしいですよね。はい。非常に広いテーマですし，す

ぐに解決策が見つかることではないですけれども，地道に取り組んでいかないといけない

高知市独自の課題も見えてくると思いますので進めていただきたいと思います。 

はい。いかがでしょうか。どうぞ中屋委員どうぞ。 

 

（中屋委員） 

身体障害者連合会の中屋です。今回アンケート，また繰り返しになるかもしれませんけど，

今現在利用していない人にアンケート，事業所のケアマネジャーさんにアンケートってい

う形なんですけど，それで大体が見えるっていう判断なんだろうと思うんですが，実際今使

っている利用者の方のアンケートって取れないですかね。なんかそこが一番大事なような

気がするんですけど。無作為っていうのがあるのでちょっと難しいかもしれないですけど，

ご自身が答えるっていうのも難しいかもしれませんけれどもご家族も含めてちょっと利用

者の今現在使ってない声っていうのはなんか次期計画に反映されないかなっていうふうに

ちょっと思ったんですけどどうでしょうか。 

 

（介護保険課 和田課長） 

介護保険課和田でございます。ご意見ありがとうございます。現在サービス使っている方

のご意見というのも貴重でございまして，それに関しましては在宅介護実態調査という介

護の調査員さんが介護認定の調査に行った際に，これから介護を利用される方について調

査を行うと。実施しております。今調査中でございますのでそれがまとまりましたら報告を

させていただきたいと考えております。 

 

（安田会長） 

よろしいでしょうか。はい。他はいかがでしょうか。はい。どうぞ。松木委員ですかね。 

 

（松木委員） 

公募委員の松木です。ちょっと教えてもらいたいがですが，日常生活圏域ニーズ調査の実

施についての２番に調査対象として括弧書きの中に一般高齢者，介護予防，その次の日常生

活支援総合事業というのはこれは何です。社協がやってる日常生活自立支援事業のことで

はないがですか。 

 

（基幹型地域包括支援センター 関田副所長） 

基幹型地域包括支援センター関田です。介護予防・日常生活支援総合事業対象者というの

はですね。要支援１，２の方とは異なり 25 項目のチェック項目っていうのがありまして，
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そのチェック項目で判定することにより事業者の対象者とするというような形で事業でき

る方がおりまして，そういった方を範囲に含めるという形にしております。要支援１，２と

いうような形になりますと一定認定とか調査が必要になって来るんですけれども，事業対

象者というのは先ほど言いました通りですね。25 項目のチェックを行って事業対象者とな

れば，サービスは訪問と通所に限られますけども，そのサービスが使えるようになるといっ

た方がいらっしゃいまして，そういった方もこの対象者に含めるということで書かさせて

いただいてますので社協の分とはまた違う内容になります。 

 

（松木委員） 

資料があるんですか。 

 

（基幹型地域包括支援センター 関田副所長） 

基幹型関田です。先程言っていたように，要支援１，２とか事業対象者っていうのは事業

利用の前に判定と言いますか。そういった区分とかですね。対象にならないと事業を一定使

えるようにならないということがございますので，そういった資格の認定の所で一定事業

対象者というカテゴリーがあるといった認識でいただければと思います。 

 

（松木委員） 

わかりました。それとすいません。ついでに。ついでいうたらおかしいですけど，３番の

圏域及び対象者数と書いてますけれどもこの数という字はいるんです。対象者でいいんじ

ゃないんです。この内容で言うと。 

 

（基幹型地域包括支援センター 関田副所長） 

基幹型関田です。そうですね，対象者ということで。数につきましては 12ページに書か

させていただいてますので。 

 

（松木委員） 

もう一つ言いたいことがありまして，計画策定体制案というのが７ページにありますけ

れども，その最初の括弧書きの中に「委員数 20名（公募委員含む）」って書いていますけれ

ども公募委員も委員のはずですので，わざわざこんな括弧書きを付ける必要ないんじゃな

いと思いますが。 

 

（地域共生社会推進課 大黒） 

地域共生社会推進課大黒です。ご指摘ありがとうございます。本協議会につきましては計

画策定にあたりまして市民の一号被保険者の皆様などの声を反映することとありましたの

で，少しわかる形で記載をさせていただいておりました。確かに委員さんの中に公募委員さ
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んも含まれておりますので，こちらの方訂正をさせていただきたいと思います。ありがとう

ございます。 

 

（松木委員） 

それでスッキリしました。ありがとうございました。 

 

（安田会長） 

よろしいでしょうか。はい。その他はいかがですか。 

 

（介護保険課 戸田係長） 

介護保険課戸田です。すいません。審議の途中で 17ページでですね。ご説明しました介

護サービスの事業展開調査の調査票でございますけれども，先程郵送と申し上げましたけ

れどもちょっともう３月中に間に合わないということがございますのでメールにてお送り

さしていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（安田会長） 

補足説明とかを含めてよろしいでしょうか。それでは１時間 30 分過ぎたところですが，

この委員構成による委員会は今日が最後になっておりますので，公募委員の方は今日が最

後のご発言になるかと思います。松木委員からはいくつかいただいてまだ言い残している

ことがあったら言っていただいて構わないですけども。今日ご出席頂いている公募委員の

方が松木委員と藤田委員の二人なんですが，藤田委員のほう，何か最後にぜひ事務局あるい

は他の委員に伝えておきたいことが何かあればぜひご発言ください。 

 

（藤田委員） 

なんでもいいですか。 

 

（安田会長） 

なんでも結構です。できるできないは別にしてますので。 

 

（藤田委員） 

感想でもいいんですか。 

 

（安田会長） 

結構ですよ。 
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（藤田委員） 

公募の藤田です。このような会に参加させていただいて，いろいろ知識を得ることができ

ましてありがとうございました。 

あとちょっと関係ないかもしれませんが，地域の高齢者がいまして，このままだと大きな

転落事故につながるんじゃないかっていうことがあって，地域の人とも話をしてちょうど

日曜日でしたので，教えていただいたように高知市の方に連絡させていただきました。そし

たら受付の人が出て担当の者から折り返し電話しますということでした。すぐに高知市の

職員さんから連絡いただきました。関田さんでした。私どもの危険予知という意図をすぐに

理解してくださって，それはそれは丁寧な対応をしていただきました。関田さんは多分私の

ことわからなかったと思うんで多分皆さんに同じ対応されているんだなと感じました。日

曜日でしたけど翌日はケアマネさんからも連絡があって，すごい連携の取れたスムーズな

対応してくださって，ほんとに心強い思いがしました。 

あと高知市に受付さんに報告したときに，その方のケアマネさんは誰ですかって聞かれ

たんですけどわかりませんでした。その方に断りを言ってそこら中の書類を探し回ったん

ですが，古い情報しかなくて介護サービスを利用されている方であれば事業者名とか，ケア

マネさんの名前がすぐわかると本人も安心するでしょうし，こうやって助けに入ったり

色々な物事を相談するにあたって，さらにスムーズにできるんじゃないかなと実感しまし

た。社会資源を利用されている高齢者だけではなくこうやって，インフォーマルな人に支え

られて生活されている人に思いをはせていただけるような行政であっていただきたいなと

感じております。偉そうなことを言いましたが，一市民がこのような場でこのように意見が

言えれること非常に感謝しております。ありがとうございました。 

 

（安田会長） 

今，藤田委員から一部高知市へのお褒めの言葉があったですけれども何か部長からあり

ますか。４月１日から別の部署に異動されますけれど。 

 

（健康福祉部 大野部長） 

すいません。お褒めの言葉頂きましてありがとうございます。関田も春から更に昇格して

ですね。センター長になりますので益々辣腕を振っていただこうと考えております。会長か

ら紹介ありましたけれども，４月からこども未来部に異動しまして３月まで健康福祉部と

いうことでございます。 

貴重なご意見いただきましたのでそういった声を大切にしてですね，これからも励んで

いきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（安田会長） 

ありがとうございます。市民の方からの投げかけを市役所の組織が迅速に受け取ってワ
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ンストップで受け取った所がですね。横の連携で速やかに対応していただくことを今後も

続けていただければと思います。それでは松木委員，もう既にご発言になりましたけど，何

かあれば。もうよろしいですか。 

 

（松木委員） 

全然考えてませんでしたので困っておりますが，私がしゃべると嫌味いうかなんか突っ

込まれるじゃないかと思っている方もいらっしゃるかもわかりませんが，そういう意味で

今回出てきたんじゃなくて，会をやる前に，もう一つ嫌味を言わさせてもろうたら。「会の

資料読んでください。ほんで事前に質問等がありましたら担当まで」という文章が今回もあ

りました。ところが私の資料が手元に来たのが，月曜日の 12時過ぎの郵便屋さんが配って

くれました，私の家へ。ところが私の用事もあって結局その資料に目を通したのが火曜日の

夜ということは，もう翌日は別の仕事があって全然日中も動きが取れなかったんで，事前に

質問ということができませんでしたけれども，良かったらもう少し早めに資料をいただき

たいと思いました。これは以前からそう思ってましたけれども今回も言わさせていただき

ました。すいません。申し訳ないです。 

 

（安田会長） 

ありがとうございました。資料の送付が本当にギリギリなのは全然変わってないです。こ

の委員会だけではないと思いますけども。 

 

（健康福祉部 大野部長） 

大変失礼いたしました。松木委員さん我々の役所の先輩でもございますし，監査の経験が

長かったので非常に指摘が鋭いのもありまして，真摯に受け止めまして１日でも早く送付

させていただくようにします。よろしくお願いいたします。 

 

（安田会長） 

公募委員の方からご発言の機会が今日が最後だということで，特別にご発言いただきま

したけれども他の委員の方でいかがでしょうか。言い残した，発言しておきたいこととか。

よろしいでしょうか。はい。それではですね。 

今期のこの委員会体制での審議は今日が最後ということで，予定時間よりちょっと早い

ですけれども，今日の審議はここまでとさせていただいて，また次回からは新しい委員の体

制，公募委員の方が変わられまして，あと役職委員の方もひょっとして変わられることがあ

るかもしれませんが，新しい体制で今日ご審議いただいた，ご承認いただいた，若干の手直

しは入ると思いますけれども３つの調査ですね，それからすでにもう調査が終わっている

利用者さんの状況が分かる調査等の集計結果を次回の委員会でご紹介いただいて，次期の

計画を作るための実態把握について皆様と共有ができればと思いますが，調査結果を集計
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した資料を作っていただくのでなかなか余裕をもって事前にお送りいただくのは難しいか

もしれませんが，１日でも２日でも早く送れるように事務局のほう作業を進めていただけ

ればと思います。 

それでは私が進行するのはここまでといたしまして，あとは事務局の方にマイクを返し

ます。公募委員のお二人も長い時間ご審議いただきましてありがとうございました。 

 

（介護保険課 濵渦課長補佐） 

委員の皆様，本日は活発なご協議ありがとうございました。次回は令和５年６月を予定し

ております。ご出席よろしくお願いいたします。以上を持ちまして令和４年度第２回高知市

高齢者保健福祉計画推進協議会を閉会いたします。委員の皆様，長時間にわたり活発なご審

議いただきましてありがとうございました。 

 


